
テレビ東京「日経スペシャル」連動広告企画　第82回 30日の放送テーマ 我が家が発電所～急成長する太陽電池

太
陽
電
池
は
、
さ
ん
さ
ん
と
降
り
注
ぐ

太
陽
の
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
半
導
体
装
置

で
電
気
の
流
れ
に
変
え
て
利
用
す
る
と
い

う
仕
組
み
で
あ
る
。
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
す
る
ア
イ
デ
ア
は
古
く
か
ら
あ
る

が
、
半
導
体
を
利
用
す
る
今
日
の
太
陽
電

池
の
源
流
と
な
る
技
術
は
、
一
九
五
四
年

に
米
国
の
ベ
ル
研
究
所
で
開
発
さ
れ
た
。

す
で
に
五
十
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
。

当
初
は
製
造
コ
ス
ト
が
高
価
だ
っ
た
の

騰
し
て
埋
蔵
量
の
有
限
な
化
石
燃
料
の
利

用
に
は
限
界
が
あ
る
と
し
て
、
再
生
可
能

な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
が
世
界
的
に

一
気
に
動
き
始
め
た
。
風
力
、
バ
イ
オ

（
動
・
植
物
由
来
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の

研
究
開
発
や
実
用
化
の
報
告
が
各
国
か
ら

な
さ
れ
た
。
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
そ

の
う
ち
で
も
有
力
視
さ
れ
た
軈
本
命
軋
の

一
つ
だ
っ
た
。

そ
の
後
に
石
油
価
格
が
低
下
し
た
た

め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
世
界
の

開
発
熱
は
い
っ
た
ん
下
が
っ
て
い
っ
た

が
、
再
び
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
別
の
理
由
か
ら
だ
っ

た
。
地
球
環
境
問
題
で
あ
る
。
Ｃ
Ｏ
２

を

排
出
し
な
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

か
ね
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
太
陽

光
か
ら
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
巨
大

さ
だ
。「
中
国
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
に
広
が
る

ゴ
ビ
砂
漠
い
っ
ぱ
い
に
太
陽
電
池
を
敷
き

詰
め
れ
ば
、
世
界
の
全
必
要
電
力
量
を
ま

か
な
え
る
」
と
も
言
わ
れ
て
き
た
。
た
だ

現
状
で
は
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
に
変
換

す
る
効
率
が
低
い
た
め
、
こ
れ
は
た
と
え

話
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
住
宅

や
ビ
ル
、
工
場
の
屋
上
に
降
り
注
ぐ
太
陽

光
を
無
駄
に
し
て
い
る
の
は
も
っ
た
い
な

い
。住

宅
や
工
場
内
の
照
明
や
ク
ー
ラ
ー
の

電
源
に
使
う
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
大
規

模
な
電
力
源
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が
登
場
し
て
は
消

え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
赤
道
付
近
の
最

も
太
陽
光
密
度
の
高
い
海
水
面
に
太
陽
電

池
パ
ネ
ル
を
い
か
だ
に
し
て
並
べ
る
。
そ

こ
で
発
電
し
た
電
力
を
使
っ
て
無
尽
蔵
に

あ
る
海
水
を
電
気
分
解
し
、
酸
素
と
水

素
、
塩
素
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
を
製
造
す

る
。
特
に
水
素
は
、
こ
れ
も
ク
リ
ー
ン
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
い
ず
れ
は
需
要
が

大
き
く
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
製
造

し
た
水
素
は
ボ
ン
ベ
に
詰
め
て
、
船
舶
で

需
要
地
に
供
給
す
る
と
い
う
わ
け
だ
。

太
陽
電
池
は
、
そ
の
コ
ス
ト
低
下
や
、

切
迫
し
た
環
境
問
題
に
対
応
す
る
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
シ
フ
ト
と
い
っ
た
新

し
い
条
件
下
で
、
予
想
よ
り
も
早
く
巨
大

な
花
を
咲
か
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

省
エ
ネ
か
ら
環
境
問
題
へ
の
対
応

新
た
な
条
件
下
で
開
発
熱
高
ま
る

太
陽
電
池
の
市
場
が
急
拡
大
し
て
い
る
。
太
陽

電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
世
界
市
場
は
二
〇
〇
五
年
で

ざ
っ
と
四
千
三
百
億
円
（
み
ず
ほ
証
券
エ
ク
イ
テ

ィ
調
査
部
推
定
）
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
毎

年
一
〇
―
二
〇
％
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
一
〇
年

ご
ろ
に
は
一
兆
二
千
億
円
に
達
す
る
と
い
う
強
気

の
見
方
も
あ
る
。

実
は
、
太
陽
電
池
は
日
本
の
得
意
技
術
。
衛
星

や
軍
事
技
術
と
し
て
は
米
国
が
先
行
し
た
が
、
民

生
用
で
は
日
本
で
あ
る
。
わ
ず
か
な
光
源
で
も
作

動
す
る
小
規
模
の
も
の
で
は
電
卓
用
の
電
源
と
し

て
広
く
採
用
さ
れ
た
ほ
か
、
公
園
や
屋
外
の
照
明

灯
な
ど
公
共
施
設
の
電
源
と
し
て
幅
広
く
普
及

し
、
さ
ら
に
住
宅
・
事
業
所
な
ど
や
や
規
模
の
大

き
な
「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
に
広
が
っ

て
い
る
。

世
界
市
場
シ
ェ
ア
で
も
、
〇
四
年
時
点
の
日
本

メ
ー
カ
ー
全
体
で
約
五
〇
％
を
占
め
、
二
位
米
国

を
大
き
く
引
き
離
し
、
国
別
で
断
然
ト
ッ
プ
の
地

位
を
保
っ
て
い
る
。

日
本
メ
ー
カ
ー
が
ト
ッ
プ
を
走
る
理
由
は
、
メ

ー
カ
ー
の
技
術
開
発
へ
の
熱
意
と
と
も
に
、
政
府

の
「
先
見
の
明
」
が
あ
っ
た
。
石
油
資
源
を
欠
く

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
多
角
化
の
一
環
と
し
て
、

経
済
産
業
省
は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
各
地
で
展
開
す
る
と
と
も
に
、
住

宅
用
電
力
と
し
て
太
陽
電
池
を
利
用
す
る
促
進
策

を
打
ち
出
し
た
た
め
、
急
速
に
市
場
が
拡
大
し

た
。特

に
大
き
な
効
果
を
上
げ
た
政
策
は
、
自
宅
に

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
家
庭
に
対
し

補
助
金
を
付
け
た
こ
と
だ
。
ま
と
も
に
購
入
す
れ

ば
数
百
万
円
も
す
る
建
設
費
の
負
担
を
、
補
助
金

に
よ
っ
て
大
き
く
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
う
し
て
需
要
が
拡
大
す
る
に

つ
れ
て
、
量
産
効
果
が
効
き
始
め
て
生

産
コ
ス
ト
が
低
下
、
さ
ら
に
市
場
が
拡

大
す
る
と
い
う
好
循
環
の
サ
イ
ク
ル
に

入
ろ
う
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
発
電
量
が
住
宅
で
の
使
用
量

を
上
回
っ
た
時
に
は
、
電
力
会
社
に
余

剰
電
気
を
売
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

夜
間
や
曇
天
・
雨
天
の
場
合
は
電
力
会

社
か
ら
電
気
を
購
入
す
る
が
、
余
剰
が

◇

太
陽
か
ら
直
接
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
獲
得
す
る

―
太
陽
電
池
の
市
場
が
急
成

長
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２

）を
出
さ
な
い
手
軽
な
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
、
家
の
屋
根
に
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
が
広
が
る
風
景
も
珍
し
く
な
く
な
っ

た
。
テ
レ
ビ
東
京
系
列
の
「
日
経
ス
ペ
シ
ャ
ル
　
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
」（
毎
週
火
曜
日
放

送
）は
三
十
日
、
太
陽
電
池
市
場
を
め
ぐ
る
強
豪
メ
ー
カ
ー
間
の
競
争
を
報
告
す
る

「
我
が
家
が
発
電
所
〜
急
成
長
す
る
太
陽
電
池
」
を
放
送
す
る
が
、
本
紙
面
企
画
で
は

同
市
場
の
現
状
と
そ
の
開
発
の
歴
史
を
探
っ
て
み
る
。

企
画
・
制
作
＝
日
本
経
済
新
聞
社
広
告
局

監
修
＝
中
島
洋
Ｍ
Ｍ
総
研
所
長

取
材
＝
飯
田
恭
子
、
桂
山
奈
緒
子
、
三
谷
忠
照
、

山
本
恵
太
、
伊
藤
可
久
、
竹
内
は
る
香
、

平
井
貴
絵

日本企業が世界市場の約50％生産
住宅用補助金、需要拡大を後押し

巨
大
化
す
る
太
陽
電
池
市
場

巨
大
化
す
る
太
陽
電
池
市
場

「キーワードで読むガイアの夜明け」はテレビ東京系列で放映中の番組
「日経スペシャルガイアの夜明け」と連動した紙面企画です。
番組テーマに関連したキーワードについて多角的に解説することで
番組への理解をより一層深めます。
30日の放送テーマは「我が家が発電所～急成長する太陽電池」。
ここから、巨大化する太陽電池市場をキーワードに、
急速な普及の背景などについて概観します。

で
、
衛
星
な
ど
の
特
殊
用
途
で
し
か
利
用

で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
、
製
造
コ
ス

ト
が
高
い
こ
と
は
普
及
の
壁
に
な
っ
て
い

る
が
、
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
に
変
え
る

新
し
い
技
術
の
開
発
や
半
導
体
の
製
造
コ

ス
ト
の
急
激
な
低
下
に
よ
っ
て
、
利
用
で

き
る
領
域
が
拡
大
し
て
き
た
。

大
き
く
注
目
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
一
九
七
三
年
に
発
生
し
た
「
石

油
シ
ョ
ッ
ク
」
で
あ
る
。
石
油
価
格
が
高

群馬県太田市のソーラータウン「パルタウン城西の杜（もり）」。
太陽電池パネルが設置された553軒の家が立ち並ぶ

出
た
時
は
売
電
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
電
気
代
が
大

幅
に
節
約
さ
れ
、
装
置
購
入
の
投
資
回
収
が
早
ま

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
。
す
で
に
太
陽

電
池
の
設
備
を
持
つ
家
庭
は
三
十
万
戸
に
及
ぶ
。

産
業
界
で
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）

の
一
環
と
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
象
徴
で
も
あ
る

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
動
き
が
活
発

に
な
っ
て
い
る
。
工
場
や
事
業
所
の
屋
根
に
び
っ

し
り
と
張
り
巡
ら
せ
た
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
は
周

辺
で
よ
く
目
立
つ
。
環
境
対
策
に
熱
心
な
企
業
姿

勢
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
。

太陽光発電の普及と太陽電池の価格太陽光発電の普及と太陽電池の価格

資源エネルギー庁の資料をもとに作成
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500累計導入量（目盛り左）

うち住宅用補助金による導入

1kW当たりのシステム価格（目盛り右）

太陽電池に家庭の期待
中国内陸部の導入も追う

テレビ東京プロデューサー 大久保　直和氏

だいぶ前から私たちは電卓の電池切れ
を気にすることがなくなりました。太陽
電池が付いている場合が多いからです。
その電卓感覚で、家庭の光熱費もまかな
えたら……、そんな期待が膨らむ最前線
を追いました。ある家庭では、環境にや
さしいエネルギーであることと、長い目
で見れば得になるといった理由から1カ
月前に導入しました。今、家庭向け市場
が伸びています。一方で太陽電池は、経
済発展に取り残された中国の内陸部でな
ぜか注目されています。その理由を探る
ため、取材班は山深いチベット族の村に
向かいました。


